
沢
、

坂
を
上
っ

て

堂
ヶ

島
、

つ

づ
い

て

宮
ノ

下
、

底
倉
、

木
賀
、

南
へ

む
か
っ

て

芦
之
湯
、

以
上
が
七
湯
で

あ
る
。

こ

の

道
は
温
泉
道
と
呼
ば
れ
、

江
戸
時
代
に

整
備
さ
れ
て
い

た
。

明
治
に

な
る
と
、

昔
な
が
ら
の

旅
館
の

ほ
か
、

外
人
む
け
の

洋
風
旅
館
も
建
て

ら
れ
る
。

湯
本
の

福
住
、

宮
の

下

の

富
士
屋
ホ
テ
ル

は
、

海
外
に

ま
で
、

そ
の

名
を
知
ら
れ
る
に
至
っ

た
。

富
士
屋
ホ
テ
ル

は
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
、

宮
の

下
の

大
火
に
よ
っ

て

全
焼
し
た
が
、

直
ち
に

再
建
に
か
か

り
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年

に

洋
風
の

平
屋
一

棟
、

一

八
九
一

（
明
治
二
十
四

）
年
に

本
館
を
完
成
し
た
。

そ
の

後
も
増
築
を
か
さ
ね
、

明
治
後
期
の

代
表
的
な
洋
風
建
築
と
し

て
、

そ
の

面
影
を
と
ど
め
て
い

る
。

鉄
道
が
通
じ
る
と
、

温
泉
道
か
ら
奥
に

入
っ

た
地
域
に

も
、

温
泉
が
開
発
さ
れ
て
い

っ

た
。

小
湧
谷
・

強
羅
・

仙
石
原
・

姥
子
な
ど
が
、

新
し
い

温
泉
で

あ
る
。

も
っ

と
も
湯
本
か
ら
先
は
、

駕
籠
や
チ
ェ

ア

に

頼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ

た
が
、

浴
客
た
ち
は
好
み
に
し
た
が
っ

て
、

山
の

奥
の

温
泉
ま
で

足
を

伸
ば
し
た
の
で

あ
っ

た
。

強
羅
ま
で

箱
根
登
山
鉄
道
が
開
通
し
た
の

は
、

一

九
一

九
（
大
正
八

）
年
の
こ

と
で

あ
る
。

小
田
原
か

ら
人
車
鉄
道
（
の

ち
熱
海
軌
道
）
を
利
用
す
れ
ば
、

湯
河
原
へ

、

ま
た

熱
海
へ

達
す
る
こ

と

が
で

き
る
。

湯
河
原
も
古
く
か
ら
開
か
れ
た
温
泉
で

あ
っ

た
。

箱
根
に

く
ら
べ

れ
ば
、

交
通
は
不
便
で

あ
っ

た
が
、

湯
河
原
は
切
り
傷
に

卓

効
が
あ
る
と
言
わ
れ
、

日
清
・

日
露
の

戦
争
に

際
し
て

は
陸
軍
の

転
地
療
養
所
が

設
け
ら
れ
て
、

そ
の

名
を
高
め
た
。

し
か
し
湯
河
原
や
熱
海
が
大
衆
に

親
し
ま
れ

る
温
泉
と

な
る

の

は
、

や
は
り
鉄
道
が
開
通
す
る
一

九
二
五
（
大
正
十
四

）
年
か

富士屋ホテル玄関（1851年）　
（株）富士屋ホテル提供
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ら
後
の
こ

と
で

あ
る
。

三

　
明
治
の

文
人
と
作
品

実
録
と
大
衆
小
説

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
十
月
二
十
六
日
の

夜
半
、

大
住
郡
真
土
村
（
現
在

平
塚
市
）
に

大
事
件
が
起
こ
っ

た
。

地
主
の

松

木
長
右
衛
門
宅
を
村
民
六
十
余
名
が
襲
撃
し
、

一

家
の

者
を
殺
傷
し
た
の
で

あ
る
。

地
主
の

態
度
に
つ

い

て
、

か
ね
て

か
ら

抱
い

て
い

た
農
民
た
ち
の

恨
み
が

爆
発
し
た
も
の
で

あ
っ

た
。

主
謀
者
の

冠
弥
右
衛
門
を
は
じ
め
、

暴
動
に

参
加
し
た
人
び
と
は
直
ち
に

捕
え
ら

れ
、

裁
判
の

結
果
、

斬
罪
・

懲
役
の

刑
に

処
せ
ら
れ
た
。

世
に
い

う
真
土
村
騒
動
で

あ
る
。

こ

の

首
謀
者
た
ち
が
護
送
さ
れ
る
途
中
、

「
平
塚
か
ら

横
浜
ま
で

の

間
、

道
路
の

両
側
に

見
送
り
の

人
々

が
垣
を
つ

く
っ

た
よ
う
に

並
ん
で
い

た
。

そ
の

人
々

の

過
半
以
上
が
見
送
り
で

見
物
で
は
な
い
。

到
る
所
で

だ
れ
が
音
頭
を
と
る
と
も
な
く
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
名
の

声
が
起
っ

た
。

」（
長
谷
川
伸
『
自
伝
随
筆
』）

長
谷
川
伸
の

母
は
生
家
が
横
浜
の

戸
塚
に

あ
り
、

見
送
り
に

並
ん
だ
な
か
の
一

人
で

あ
っ

た
。

送
ら
れ
る
人
た
ち
は
、

殺
人
を
犯
し
た
も
の
で

あ

る
以
上
、

極
刑
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

し
か
し
彼
ら
の

動
機
に

は
、

庶
民
に
と
っ

て

共
感
を
よ
ぶ
も
の

が
あ
っ

た
の
で

あ
る
。

や
が
て

事
件
は
、

実
録

の

か
た
ち
で
、

あ
い

つ

い

で

刊
行
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
判
決
の

下
さ
れ
た
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
に

発
売
と
な
っ

た
の

が
、

相
州
奇
談

真

土

迺

月

畳

松

蔭

　
伊
東
市
太
郎
　
作

冠

松

真

土

夜

暴

動

　
武

田

交

来
　
作

真

土

村

義

農

精

心

　
雑
炊
亭
狸
雄
　
作

な
ど
の

諸
作
で

あ
っ

た
。

作
者
は
、

い

ず
れ
も
戯
作
者
の

流
れ
を
ひ
く
者
で

あ
り
、

小
説
と
い

う
よ
り
は
、

興
味
本
位
の

実
録
に

近
い

作
品
で

あ
っ
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た
。

し
か
し
庶
民
に

と
っ

て

義
挙
を
感
じ
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、

事
件
は
ひ
ろ
く
宣
伝
さ
れ
、

実
録
も
ひ
ろ
く
普
及
し
た
の
で

あ
っ

た
。

こ

え
て
一

八
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
五
月
、

泉
鏡
花
は
「
冠
弥
左
衛
門
」
と
題
す
る
小
説
を
京
都
日
出
新
聞
に

連
載
し
た
。

鏡
花
の

処
女
作
で

あ

る
。

舞
台
は
鎌
倉
に

求
め
て
い

る
が
、

題
名
は
真
土
村
の

冠
弥
右
衛
門
に
ち
な
ん
だ
も
の
で

あ
り
、

筋
の

展
開
も
真
土
村
騒
動
に
ヒ

ン

ト
を
得
て
い

た
。

な
お
鏡
花
は
、

つ

づ

い

て

発
表
し
た
「
活
人
形
」「
銀
時
計
」
も
、

鎌
倉
を
舞

台
と
し
て
い

る
。

騒
動
そ
の

も
の

に

関
し
て

は
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
に

伊

原
青
々

園
が
小
説
「
真
土
騒
動
」
を
東
京
毎
日
新
聞
に

連
載
し
た
。

同
じ
一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
一

月
に

は
徳
富
蘆
花
の

『
不
如
帰
』
が
刊
行
さ

れ
て
い

る
。

こ

の

小
説
は
一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
十
一

月
か

ら
翌
年
五
月
ま

で
、

国
民
新
聞
に

連
載
さ
れ
、

天
下
の

子
女
の

紅
涙
を
し
ぼ
っ

た
も
の
で

あ
っ

た
。

武
男
と
浪
子
の

別
れ
の

場
面
は
、

逗
子
の

海
岸
で

あ
る
。

逗
子
の

浜
べ

は
、

こ

の

小

説
に
よ
っ

て

全
国
に

知
ら
れ
る
に
至
っ

た
。

明
治
三
十
年
代
の

初
め
と
い

え
ば
、

新
聞
小
説
の

人
気
が

高
ま
っ

た
時
期
で

あ

る
。

一

八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
一

月
に

尾
崎
紅
葉
「
金
色
夜
叉
」
の

連
載
（
読
売
新

聞

）
が
始
ま
り
、

熱
海
の

海
岸
が
有
名
と
な
っ

た
。

つ

づ
い

て
「
不
如
帰
」
で
あ
る
。

つ

づ
い

て
一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
九
月
か
ら
、

菊
池
幽
芳
の

「
己
が
罪
」
が
大

阪
毎
日
新
聞
に

連
載
さ
れ
始
め
た
。

こ

の

小
説
で

舞
台
と
な
っ

た
の

が
、

箱
根
で

あ

る
。

悲
劇
は
箱
根
で
つ

く
ら
れ
た
。

し
か
し
幽
芳
は
、

箱
根
の

実
景
を
描
い

て
い

な

相州奇談真土廼月畳松蔭（1880年）　 神奈川県立文化資料館蔵
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い
。

し
た
が
っ

て

小
説
は
よ
く
読
ま
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

箱
根
は
逗
子
や
熱
海
ほ

ど
に

評
判
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。

北
村
透
谷
と
小
田
原

近
代
文
学
の

先
駆
者
と
し
て
、

そ
の

名
を
欠
か

す
こ

と
の
で

き
な
い

者
に
、

北
村
透
谷
が
あ
る
。

本
名
は
門
太
郎
、

明
治

元
年
（
一

八
六
八

）
年
十
二
月
二
十
九
日
に

小
田
原
で

生
ま
れ
た
。

父
の

快
蔵
は
藩
医
で

あ
っ

た
が
、

廃
藩
の

後
は
足
柄
県
の

少
属
と
し
て

勤
め
、

一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
に

は

大
蔵
省
に

出
仕
し
て
い

る
。

透
谷
は
祖
父
母
の

も
と
で
、

小
田
原
小
学
校
に

学
ん
だ
。

の

ち
快
蔵
は
、

再
び
小
田
原
に

帰
任
し
た
が
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四
）
年
に
は
一

家

を
あ
げ
て

上
京
、

数
寄
屋
橋
の

近
く
に

住
ん
だ
。

透
谷
の

号
も
ス

キ
ヤ
か
ら
と
っ

た
と
言
わ
れ
る
。

成
長
し
た
透
谷
は

自
由
民
権
の

運
動
に

共
鳴

し
、

実
際
運
動
に

も
加
わ
っ

た
が
、

や
が
て

キ
リ
ス

ト

教
に

入
信
、

し
だ
い

に

文
筆
活
動
を
主
と
す
る
に
至
る
。

透
谷
が
『
楚
囚
之
詩
』
を
自
費
出
版
し
た
の

は
、

一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
四
月
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

つ

づ
い

て
一

八
九
一

（
明
治
二
十
四

）

年
五
月
に

は
『
蓬
萊
曲
』
を
発
表
し
、

文
名
は
大
い

に

上
が
っ

た
。

さ
ら
に
一

八
九
二
（
明
治
二
十
五

）
年
二
月
、

女
学
雑
誌
に

「
厭
世
詩
歌
と
女

性
」
を
発
表
、

深
く
感
銘
を
与
え
た
。

一

八
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
一

月
に
は
雑
誌
『
文
学
界
』
が
創
刊
さ
れ
、

島
崎
藤
村
・

馬
場
孤
蝶
・

上
田

敏
ら
が
参
加
し
た
が
、

こ

の
グ
ル

ー
プ
を
指
導
し
、

旗
印
と
目
さ
れ
た
の

は
透
谷
で

あ
っ

た
。

文
士
の

前
に

あ
る
戦
場
は
、

一

局
部
の

原
野
に

あ
ら
ず
、

広
大
な
る
原
野
な
り
、

彼
は
事
業
を
斎
ら
し
帰
ら
ん
と
し
て

戦
場
に

赴
か
ず
、

必
死

を
期
し
、

原
頭
の

露
と
な
る
を
覚
悟
し
て

家
を
出
る
な
り
。

キ
リ
ス

ト

教
の

感
化
を
う
け
、

あ
く
ま
で

も
理
想
を
追
求
し
た
透
谷
は
、

つ

い

に

人
生
の

内
な
る
闘
い

に

敗
れ
た
。

一

八
九
四
（
明
治
二
十
七

）
年

小田城址公園に立つ透谷の碑
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五
月
十
六
日
、

透
谷
は
自
ら
生
命
を
絶
っ

た
の

で

あ
る
。

葬
儀
は
キ
リ
ス

ト
教
式
に

よ
っ

て

行
わ
れ
、

芝
白
金
に

葬
ら
れ
た
が
、

の

ち
に

墓
所
は
小

田
原
に

移
さ
れ
た
。

明
治
三
十
年
代
に

及
ん
で
、

小
田
原
に

は
村
井
弦
斎
・

斎
藤
緑
雨
・

小
杉
天
外
ら
が
移
り
住
ん
だ
。

彼
ら
を
訪
ね
て
、

文
士
が
小
田
原
へ

来
る
こ

と
も
多
か
っ

た
。

弦
斎
は
「
食
道
楽
」
を
一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
か
ら

報
知
新
聞
に

連
載
、

天
外
は
「
魔
風
恋
風
」
を
一

九
〇
三
（
明
治
三
十

六

）
年
、

読
売
新
聞
に

連
載
し
て
い

る
。

緑
雨
の

作
品
に

は
「
小
田
原
日
記
」
が
あ
っ

た
。

小
田
原
に

生
ま
れ
た
作
家
も
少
な
く
な
い
。

福
田
正
夫
（
一

八
九
三
〈
明
治
二

十
六

〉
年
）・
牧
野
信
一

（
一

八
九
六
〈
明
治
二
十
九

〉
年
）・
井
上
康
文

（
一

八
九
七
〈
明
治
三
十
〉
年
）・
川
崎
長
太
郎
（
一

九
〇
一

〈
明
治
三
十
四

〉
年
）
ら
の

名
を
挙
げ
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

尾
崎
一

雄
（
一

八
八
九
〈
明
治
二

十
二

〉
年
）
も
伊
勢
の

生
ま
れ
な
が
ら
、

そ
の

家
は
下
曾
我
で

あ
っ

た
。

し
か
し
彼
ら
が
文
壇
で

活
躍
す
る

の

は
、

大
正
以
後
で

あ
る
。

谷
崎
潤
一

郎
や
北
原
白
秋
が
小
田
原
に

移
っ

て

き
た
の

も
、

大
正
年
間
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

県
下
の
文
人
群
像

逗
子
か

ら
葉
山
に
至
る
街
道
に

沿
っ

て
、

蘇
峰
徳
富
猪
一

郎
の

建
て

た
老
龍
庵
が
今
も
残
っ

て
い

る
。

こ

こ

は
蘇
峰
が
、

老

父
母（
一

敬
・

久
子

）
と
自
分
の

別
荘
と
し
て

建
て

た
も
の

で

あ
っ

た
。

晩
年
の

大
作
『
近
世
日
本
国
民
史
』
も
、

こ

こ

で

執

筆
さ
れ
た
。

徳
富
邸
に

近
く
、

か
つ

て

柳
屋
が
あ
っ

た
（
一

九
五
四
〈
昭
和
二

十
九
〉
年
焼
失
）。

蘆
花
の

「
不
如
帰
」
は
、

こ

こ

で

構
想
を
得
、

書
き
上
げ
ら
れ

た
も
の

で

あ
る
。

ま
た
蘆
花
は
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
一

月
か
ら
短
文
の

随
筆
を
国
民
新
聞
に

連
載
し
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
八

月
、

こ

れ
を
ま
と
め
て

『
自
然
と
人
生
』
と
題
し
、

刊
行
し
た
。

こ

の

な
か
に

は
逗
子
を
は
じ
め
、

湘
南
の

風
物
が
清
新
な
名
文
を
も
っ

て
、

よ
く

描
写
さ
れ
て

い

る
。

大
衆
作
家
と
し
て

人
気
を
博
し
た
蘆
花
で

あ
っ

た
が
、

こ

こ

で

は
散
文
詩
人
と
し
て

の

力
量
が
発
揮
さ
れ
、

高
い

評
価
を
得
た

の
で

あ
っ

た
。
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柳
屋
に
は
短
期
間
で

あ
っ

た
が
、

国
木
田
独
歩
も
滞
在
し
て
い

た
。

独
歩
は

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
年
に

千
葉
県
で

生
ま
れ
、

抒
情
詩
人
と
し

て
、

ま
た
新
聞
記
者
と
し
て
、

名
声
を
得
た
。

そ
し
て
一

八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
十
一

月
か
ら
、

新
婚
の

生
活
を
柳
屋
で
営
ん
だ
の
で

あ
る
。

し

か
し
、

こ

の

結
婚
は
数
か

月
で

破
れ
、

終
生
の

傷
手
を
負
う
こ

と
に

な
っ

た
。

以
後
は
感
傷
の

詩
人
か
ら
、

社
会
お
よ
び
人
生
へ

の

観
察
を
深
め
た

作
風
に

発
展
し
て

ゆ
く
。

独
歩
が
明
治
三
十
年
代
の

前
半
に

発
表
し
た
作
品
に

は
、

し
ば
し
ば
県
下
に

舞
台
が

設
け
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
「
忘
れ
え
ぬ
人
々

」（
一

八
九
八

〈
明
治
三
十
一

〉
年
）
は
川
崎
の

溝
の

口
、

「
鎌
倉
夫
人
」（
一

九
〇
二
〈
明
治
三
十
五

〉
年
）
は
滑
川
の

橋
、

「
運
命
論
者
」（
一

九
〇
二
〈
明
治
三
十
五

〉
年
）

は
由
比
ヶ

浜
で

あ
る
。

こ

の

う
ち
「
鎌
倉
夫
人
」
に

登
場
す
る
人
物
は
、

一

九
一

一

（
明
治
四
十
四
）
年
一

月
か
ら
『
白
樺
』
に

連
載
（
一

九
一

三
〈
大

正
二

〉
年
三
月
ま
で

）
さ
れ
た
有
島
武
郎
の

「
或
る
世
の
グ
リ
ン

プ
ス

」（「
或
る
女
」
の

前
半
）
に

も
重
ね
て

登
場
し
て
い

る
。

こ

の

と
き
、

す
で

に

独
歩
は
世
を
去
っ

て
い

た
。

肺
を
病
ん
だ
独
歩
は
、

し
ば
し
ば
湯
河
原
へ

療
養
に
お
も
む
い

た
。

中
西
屋
を
定
宿
と
し
、

晩

年
の

小
品
に
は
よ
く
湯
河
原
を
描
い

て
い

る
。

し
か
も
高
熱
を
お
か
し
て

痛
飲
し
、

つ

い

に
一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
二
月
に
は
茅
ヶ

崎
の

南
湖

院
に

入
院
、

六
月
に

死
去
し
た
の

で
あ
っ

た
。

さ
て

文
人
を
た
ず
ね
て

横
浜
に
及
べ

ば
、

ま
ず
評
論
家
の

小
島
烏
水
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。

烏
水
の

本
名
は
久
太
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
に

高

松
で

生
ま
れ
た
。

や
が
て

父
に
と
も
な
わ
れ
て

横
浜
に
移
り
、

横
浜
商
業
を
卒
業
し
て
、

横
浜
正
金
銀
行
に

職
を
奉
じ
た
。

金
融
界
・

実
業
界
に

育

ち
な
が
ら
、

評
論
の

筆
を
と
っ

た
の
で

あ
っ

た
。

文
芸
批
判
の
ほ
か
に

は
、

山
の

文
学
者
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い

る
。

烏
水
の

友
人
に
、

山
崎
紫
紅
が
あ
っ

た
。

本
名
は
小
三
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
に

横
浜
で
生
ま
れ
た
。

初
め
は
明
星
派
の

詩
人
と
し
て
文
壇

に

登
場
し
た
が
、

や
が
て

劇
作
に

転
じ
た
。

作
品
は
「
上
杉
謙
信
」（
一

九
〇
五
〈
明
治
三
十
八

〉
年
）、
『
歌
舞
伎
物
語
』（
一

九
〇
八
〈
明
治
四
十
一

〉
年
）

を
は
じ
め
、

史
劇
を
も
っ

ぱ
ら
作
り
、

作
劇
に

新
風
を
盛
り
こ

ん
だ
。

し
か
し
名
家
の

出
身
で

あ
っ

た
紫
紅
は
、

し
だ
い

に

政
治
へ

傾
き
、

市
会
・
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県
会
議
員
を
歴
任
し
て
、

晩
年
（
一

九
三
〇
〈
昭
和
五

〉
年
）
に

は
県
会
議
長
と
な
る
。

当
然
、

劇
作
か
ら
は
遠
ざ
か
っ

て
い

っ

た
。

歌
人
と
し
て

は
、

前
田
夕
暮
が
あ
る
。

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
に

秦
野
で

生
ま
れ
、

一

八
九
四
（
明
治
二
十
七

）
年
に

上
京
し
て

か

ら
は
、

短

歌
ひ
と
す
じ
の

道
を
歩
ん
だ
。

以
後
は
県
下
に

住
む
こ

と
は
な
か
っ

た
が
、

し
ば
し
ば
墓
参
の

た
め
に

帰
郷
し
て
い

る
。

川
崎
の
二

子
に

実
家
を
も

つ

大
貫
か
の

子
は
、

一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
の

生
ま
れ
、

の

ち
岡
本
一

平
に

嫁
し
、

歌
人
・

作
家
と
し
て

名
を
成
し
た
。

川
崎
か
ら
は
詩
人
の

佐
藤
惣
之
助
が
出
て
い

る
。

一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）
年
の

生
ま
れ
。

民
衆
派
の

詩
人
と
し
て
、

同
じ
く
川
崎
の

出
身
で

あ

る
陶
山
篤
太
郎
と
と
も
に

活
躍
し
た
が
、

そ
の

全
盛
期
は
大
正
以
後
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

明
治
の

歌
ご
え

近
代
文
学
の

発
生
に

と
も
な
っ

て
、

詩
の

世
界
に

も
新
し
い

形
式
が
生
ま
れ
た
。

す
な
わ
ち
新
体
詩
で

あ
り
、

一

八
八
二
（
明

治
十
五

）
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
新
体
詩
抄
』
は
、

近
代
詩
形
の

方
向
を
示
し
た

記
念
碑
と
も
な
っ

た
。

同
じ

時
期
に

は
、

西
洋

音
楽
の

移
入
に
と
も
な
っ

て
、

児
童
に

歌
わ
せ
る
唱
歌
も
選
定
さ
れ
て
い

る
。

音
楽
取
調
掛
の

編
集
に
よ
る
『
小
学
唱
歌
集
』
初
編
が
刊
行
さ
れ
た

の

も
、

一

八
八
二

―
八
四
（
明
治
十
五
―
十
七
）
年
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

新
し
い

詩
歌
に

曲
を
付
す
る
場
合
、

初
め
は
外
国
の

民
謡
や
名
曲
を
移
入
す
る
こ

と
が
多
か
っ

た
。

唱
歌
に
し
て

も
、

や
が
て

発
達
し
普
及
す
る

軍
歌
に

し
て

も
、

同
様
で

あ
っ

た
。

し
か
し
日
本
人
の

作
曲
も
、

し
だ
い

に

洗
練
さ
れ
、

す
す
ん
で

採
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ

て

ゆ
く
。

と
く
に

日

清
戦
争
に

際
し
て

は
、

す
ぐ
れ
た
作
詞
・

作
曲
が
多
く
あ
ら
わ
れ
、

国
民
の

間
に

ひ
ろ
く
歌
わ
れ
る
に

至
っ

た
。

戦
争
が
終
わ
っ

た
翌
年
、

一

八
九
六
（
明
治
二
十
九

）
年
一

月
に

刊
行
さ
れ
た
『
新
編

教
育
唱
歌
集
』
第
一

集
に

は
、

伸
び
ゆ
く
時
代
に

ふ
さ
わ

し
い

新
し
い

歌
が
、

か

ず
多
く
採
用
さ
れ
た
。

そ
の

な
か

の
一

つ

が
、

横
浜
を
う
た
っ

た
「
港
」
で

あ
る
。

作
詞
は
旗
野
十
一

郎
、

作
曲
は
吉
田
信

太
で

あ
っ

た
。

「
空
も
港
も
夜
は
は
れ
て

」
と
始
ま
る
軽
快
な
歌
詞
に
、

作
曲
は
旧
来
の

伝
統
を
破
っ

た
四
分
の

三
拍
子
で

あ
っ

た
。

そ
れ
ま
で
の

歌
謡
は
、

古
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い

曲
調
の

流
れ
を
ひ
く
四
分
の

四
拍
子
が
主
体
と
な
っ

て
い

た
の
で

あ
る
。

そ
こ

に

突
然
、

若
い

作
曲
家
の

新

鮮
な
感
覚
を
も
っ

て
、

ワ

ル

ツ

形
式
の

曲
が
付
け
ら
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

「
港
」
は
ダ
ン

ス

曲
と
し
て

も
用
い

ら
れ
、

歌
い

つ

が
れ
て

全
国
に
ひ
ろ
ま
っ

た
。

汽
笛
一

声
で

始
ま
る
「
鉄
道
唱
歌
」
第
一

集
が
発
表
さ
れ
た
の

は
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
五
月
で

あ

る
。

東
海
道
線
の

風
物
の

ほ
か
、

川
崎
の

大
師
鉄
道
、

横
須
賀
線
に

沿
っ

て

鎌
倉
と
横
須
賀
、

ま
た
小
田
原
馬

車
鉄
道
も
歌
い

こ

ま
れ
た
。

そ
の

翌
年
、

一

九
〇
一

（
明
治
三
十
四

）
年
三
月
に

は
、

東
京
音
楽
学
校
か

ら
『
中
学
唱
歌
』
が

発
行
さ
れ

た
。

こ

こ

に

は
滝
廉
太
郎
の

作
曲
に

な
る
「
箱
根
八
里
」「
荒
城
の

月
」
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。

「
箱
根
八
里
」
の

作
詞
は
鳥
居
枕
で
、

箱
根
の

山
を

凾
谷
関
、

あ
る
い

は
蜀
の

棧
道
に

比
し
、

八
里
の

岩
根
を
踏
み
越
え
る
勇
壮
な
武
士
と
健
児
を
歌
い

上
げ
た
。

こ

れ
に

滝
の

旋
律
曲
が
付
せ
ら
れ
、

明
治
を
代
表
す
る
名
歌
と
な
っ

た
。

こ

え
て
一

九
〇
九
（
明
治
四
十
二

）
年
七
月
一

日
、

横
浜
は
開
港
五
十
年
を
迎
え
、

盛
大
な
祝
典
を
挙
行
し
た
。

横
浜
市
は
、

市
歌
の

作
詞
を
森
鷗

外
に

依
頼
し
た
。

こ

う
し
て

で

き
あ
が
っ

た
の

が
「
わ
が
日
の

本
は
島
国
よ
」
で

始
ま
る
絶
唱
で

あ
る
。

作
曲
は
東
京
音
楽
学
校
の

南
能
衛
で

あ
っ

た
。あ

く
る
一

九
一

〇
年
一

月
二
十
三
日
、

い

た
ま
し
い

事
故
が
七
里
ヶ

浜
の

沖
で

起
こ
っ

た
。

逗
子
開
成
中
学
校
の

生
徒
十
一

名
と
、

小
学
生
一

名

が
、

逗
子
の

浜
べ

か

ら
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
出
し
、

遭
難
し
て
、

全
員
が
溺
死
し
た
の

で

あ
る
。

事
故
か
ら
二
週
間
後
の

二
月
六
日
、

開
成
中
学
校
の

校

庭
で

合
同
葬
儀
が
営
ま
れ
た
。

葬
儀
に
は
姉
妹
校
で

あ
る
鎌
倉
女
学
校
の

生
徒
も
参
列
し
た
。

読
経
の

あ
と
、

女
学
生
た
ち
は
教
師
三
角
錫
子
に

し

た
が
っ

て

祭
壇
の

前
に

進
ん
だ
。

三
角
が
奏
す
る
オ
ル

ガ
ン

に

合
わ
せ
て
、

女
学
生
た
ち
の

合
唱
し
た
の

が
、

真
白
き
富
士
の

嶺
の

「
七
里
ヶ

浜
の

教育唱歌「港」楽譜
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哀
歌
」
で

あ
っ

た
。

三
角
の

作
詞
を
、

米
国
のT

・W

・

ガ
ー

デ
ン

の

曲
に

の

せ
た
も
の

で

あ
る
。

哀
悼
の

し
ら
べ

は
、

悲
し
み
に

打
ち
ひ
し
が
れ

て
い

る
遺
族
た
ち
、

参
列
者
の

胸
を
え
ぐ
っ

た
。

の

ち
に

は
演
歌
師
が
、

こ

の

歌
を
バ

イ
オ
リ
ン

に

の

せ
て

全
国
を
流
れ
歩
く
。

明
治
の

末
か
ら
大

正
に
か
け
て
、

七
里
ヶ

浜
の

哀
歌
は
津
々

浦
々

に
ひ
ろ
ま
っ

た
。

七
里
ヶ

浜
の
い

そ
伝
い
、

で

始
ま
る
「
鎌
倉
」
の

歌
が
発
表
さ
れ
た
の

も
、

一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
七
月
の

こ

と
で

あ
る
。

文
部
省
の

『
尋

常
小
学
読
本
唱
歌
』
に

採
用
さ
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。

い

わ
ゆ
る
文
部
省
唱
歌
は
、

こ

こ

に

始
ま
っ

た
。

鎌
倉
を
、

箱
根
を
、

そ
し
て

横
浜
を
う
た

っ

た
明
治
の

歌
は
、

時
代
を
こ

え
て

今
日
ま
で

歌
い

つ

が
れ
て

い

る
。
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